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こんにちは！PTA広報部です！ 
 広報部では、各事業部、校舎で行われているPTA事業についてお知らせしていきます。 

 第1号では、川津校舎の防災教育部、乃木校舎の活動や特別支援教育振興大会についてお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

８月２０日、益田養護学校を会場に開催され、約１００名の方が参加されました。４つの分科会に別れ、それぞれのテ

ーマに沿って意見を述べたり、グループ協議をしたりしました。そこで学校、保護者から出た意見を『要望』としてまと

め、島根県の教育長に伝えていきます。そして、最終的にその『要望』に対して島根県の『回答』をいただきます。今年

度の『要望』、『回答』は２月に発刊される『会報 島根特別支援教育第８８号』に掲載されますので、ご一読ください。 

本校からは、第３分科会のテーマ「特別支援学校の充実について 施設・設備、医療的ケア、進路保障、ICT環境等」に

５名、第４分科会のテーマ「福祉サービスの充実について 各市町村のサービスの状況、周知の仕方、利用するにあたっ

ての課題等」に１名の保護者の方が参加されました。参加された方の感想を載せています。 

来年度は、８月に松江市を会場に第６２回 島根県特別支援教育振興大会が開催される予定です。近隣での開催ですの

で、是非ご参加ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

親のつぶやき 
 部屋にエアコンがなくて暑い思いをさせてごめんね。 

（中学部 ねね） 

 

 

 

第６１回島根県特別支援教育振興大会 並びに 

令和６年度島根県特別支援教育PTA研修大会 

学校の全面的な建て替えを要望しました、このような機会に参加し、発信出来て良かったです。

益田には列車で往復しました。遠出が出来て道中に保護者の方々とお話もでき楽しんで参加出来ま

した。 

 

今年度は第3分科会へ参加しました。第3分科会では、各学校より保護者の声を取りまとめた案が多くその中でもＩＣＴ

整備、ＩＣＴについて保護者向けの学習会、医療ケアパーソナルスペースについて真剣に語られたことに共感。是非、保護

者向けＩＣＴ情報ミーティングで情報交換や共有したいので学習会をして頂きたいです。この大会へ参加して感じたことは、

グループワークではもう少し時間が欲しかったことと、各学校別に特性がある中で特に中山間地域、島根県西部地方の特別

支援学校において福祉サービス，福祉支援に繋がる相談窓口事業所が少なく近隣にないことに不安がある保護者が多く、行

政の相談窓口事業所設置への要望が強いことでした。特別支援学校の充実へ向けた取組には、保護者の不安、困りごとや様々

な思いも願いもあり、子どもたちの希望もあります。大切なことは、未来へ開く持続可能な学校づくりが必要だということ

です。また誰一人残さない、自立への一歩を育む教育を願った大会でした。 

初めての参加でドキドキしましたが、課題など色々知る事ができたのが良かったです。声を上げ

続けなければならないな、と思いました!!! 



 

 

 

PTA乃木校舎は今年度話し合いの結果、例年秋に実施 

している環境整備作業は実施しないことになりました。 

その代わりとして、生徒や教員が参加する講習会や研修 

会に一緒に参加し、それをPTA活動としてはどうかとい 

うことになりました。そこで、お試しとして7月1日(月) 

に生徒教員対象の救急救命講習に保護者の方に参加して 

いただきました。足元の悪い中ではありましたが1年生 

対象、2年生対象、3年生対象のそれぞれの講習に保護者 

の方も一緒に参加し、胸骨圧迫の方法やAEDの使い方に 

ついて学びました。急な呼びかけでもありましたので、 

参加者は全体で５名でした。今後も生徒・教員対象の研 

修がある際にはお声がけをする予定です。保護者の方に 

も実際にお話を聞いていただくことで、おうちでお子さ 

んと話題にしたり、「講師の先生がこういうことを言っ 

ておられたよね」というような確認もできたりと良いこ 

ともあると思っています。都合がつく日程で参加される 

方が少しずつでも増えていくといいなと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

親のつぶやき 
 息子が養護学校に通いはじめてから１２年目、卒業まで数ヶ月になった今、思い返すと本当に色々な事がありました。 

 出来る事も増え、大きくなったなと思うと同時に、手を離れる時期を目前に練習を重ねている我が子を見ていると、

さみしくもあり、一日一日がより大切になっています。 

 コロナの時期は、体調面もですが、一日中家で過ごすことのサポートを改めて大変に思ったりもして、学校やデイサ

ービス、学童との連携でいかに助けてもらっていたかを実感したり、また、コロナでの行事の縮小により他の学年との

交流がなかなか難しくなったりと（保護者同士の）情報交換の場がないのは、下の学年の方々には 

先々のことが非常に不安があったりもするのではないかなと感じていました。 

 自分達の時には、先輩方の体験を話してもらえる場もあったので、また、そういうことができる 

とよいなと思っております。                   （高等部 PTA広報部員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【松養まつり リユース活動についてのお知らせ】 
〇１１月１日（金） 

・私服とセレモニースーツのリユース（小学部・中学部対象） 

・リユース品（制服、作業服、体操服等）の一斉展示 

場所：小学部職員室前 

 

※私服とセレモニースーツのリユースは、参観日でも開催予定です。 

（１２／２（中学部）、12／４（小低学年）、12／６（小高学年）） 

乃木校舎 

 

1年生対象 

２年生対象 

３年生対象 

〇１１月２日（土） 

・リユース品（制服、作業服、体操服等）の一斉展示 

場所：高等部職員室前 

 

 

 

 



 

                        

 

手をつなぐ育成会 避難所宿泊体験  

川津校舎体育館（令和６年８月２４日） 
≪体験会の流れ≫ 

非常食ご飯作り（水を入れる）→防災安全課の方のお話→ダンボールベッドとトイレ作り→ 

ご飯の試食→質問タイム→宿泊（宿泊しない人は解散） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災教育部in川津校舎 

  市の方のお話がとても分かりやすかった。 いろいろな防災グッズがあること

が分かった。 非常持ち出し袋は家庭でも用意しているが、 中身を再確認した

い。 よく聞く段ボールベッドの実物を初めて見て、組み立て方が分かった。 我

が子が普段とは違う場所で普段と違うものを食べることができるか確認したいと

思っていたが、無事にできて良かった。 ただ、非常食のご飯の中に入っていた

プラスチックスプーンは要注意だと思った。 (噛んで折ってしまいそうなので、

それを飲み込まないか心配) 宿泊はしませんでしたが、なかなかできない体験を

させて頂き、ありがとうございました。良い体験になりました。 

 

  今回、初めて参加させて頂きました。貴重な体験ができたと思います。実際

に避難した際に、子どもと一緒に過ごす大変さがわかった気がします。新たな

情報で、福祉避難所もあると聞いて、勉強になりました。ここ最近災害がよく

あり、身近に感じるようになりました。これから意識するきっかけができたと

思います。ありがとうございました。 

 

  手をつなぐ育成会避難所宿泊体験、参加させていただきありがとうございまし

た。 日帰りでの体験でしたが、どういうものの準備が必要か、備えについて松江

市防災危機管理課の方のお話はとても参考になりました。一般的な備えだけでは

なく、我が家に合った備え、季節ごとの備え、しておかなくては！と。 夕方、息

子がデイサービスで疲れて帰ってきた状態での参加だったため、いつも以上に落

ち着かないところもありましたが、災害時はいつ何時、これも現状を知るのに良

い体験だったのかも知れません。 準備、当日と関わってくださった皆さん、あり

がとうございました。 

 

   非常食のご飯をおいしく食べれて良かったです。早くリュックの準備をしない

と、と思いました。リュックは半年に一度衣替えをして、無事を祝う会を行うこ

とはいい考えだと思いました。 

 

  素晴らしい企画をありがとうございます。必ず避難所に行く必要はないと言われて、逆

に納得。安心しました。大変学びになりました。子どもも自由に過ごさせていただきまし

た。ありがとうございます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

                                                          

                                                                     

                                                                    

                                                               

                                                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❀「親のつぶやき」お待ちしております！❀ 
たくさんの「つぶやき」をお寄せいただき、ありがとうございました。今後も引き続き募集しております。日頃の思い

の丈や生活のアイディアや情報などつぶやいてみませんか？沢山の方の「つぶやき」を掲載していきたいと思います。 

＜募集方法＞ 

① 紙面（何でも構いません。もちろん広告の裏でも…。担任までお渡しください。） 

② インターネットで回答         QRコードを読み込んで下さい → 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

親のつぶやき 
 この夏休み、デイサービスには一度しか行かず、家で過ごす日々が続きました。去年色々なこともあり、本人の情緒

が少し不安定な日もありました。どちらかというと不安が強くて繊細な子なので、見守ることしかできない中、私と衝

突したことも何度もありましたね～(￣▽ )̄この先のことを考えると私自身も不安が大きいですが、本人には少しず

つ色々なことを自覚してもらいながら、もっともっと沢山のことを学んでいってもらいたいなと思います。 

 まだまだたくさんの課題がありますが、この一年でさらに成長していってくれることを願っ 

てます。                              （中学部 秘密） 

 

 

 

 

 

 

 

 

親のつぶやき 
 先日、修学旅行へ行ってきた我が子。不安半分、楽しみ半分で近付いてくると毎日が 

修学旅行の話。そわそわ。そして私はワクワク。なぜなら普段、手がかかる子が一晩居ないとすごく楽になる予感。

当日、わが子は元気に修学旅行に出発。私は特に予定があるわけでもないけどウキウキ。ところがその晩、そんなに

普段の生活と変わらない事に気付く私。考えてみるとここ最近、すごく自分でできる事が増えた我が子。 

       前回の宿泊学習の時は不在だとすごく楽に感じたのになぁ…と成長に気付いた夜でした。そして普

段、トイレのタオル交換を毎日お手伝いでやってくれてたので、次の日誰も交換してないことに気付き、

楽になるって思ってごめんね。と少し反省した母でした。 

（中学部 PTA広報部員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

親のつぶやき 
       自分の意思を相手に伝えることが上手になったね！全然お話しなかったころが信じられません(o_o) 

（はなともも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報部 PTAだより編集作業の景色 

 

 

 

 

 

 

 

 役員会の後でお疲れのところでしたが、掲載するアンケート結果や写真

の選定をしていただきました。アンケートや写真を見ていると活動の様子

が分かり、「来年は参加してみてもいいかも…。」などの感想を伝え合う場

面もありました。 

周藤さん、吉岡さん、林さん、第１号編集に関わっていただきました。 

 


